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研究成果の概要：平成１８年度から２０年度までの間に主な研究成果が以下のようになる。 
（１）可能性区間回帰モデルの提案と分析 

（２）不確実性下の一回限りの意思決定問題において、新しい意思決定フレームワークの構築・

分析と応用 

（３）区間確率の同定・結合及び意思決定モデルの構築と応用 
（４）ラフ集合に基づくデータマイニングシステムの構築・応用及び内的競争因子、外的競争

因子、顕著度に基づくＩＦ－ＴＨＥＮルールの簡略化手法の提案と応用 
（５）ファジイＤＥＡモデルの提案と応用 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 500,000 0 500,000 
２００７年度 900,000 0 900,000 
２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度  

  年度  

総 計 2,600,000 360,000 2,960,000 
 
 
研究分野：オペレーションズ・リサーチ 
科研費の分科・細目：感性情報学・ソフトコンピューティング 
キーワード：可能性回帰分析、可能性分布、一回限りの意思決定問題、焦点自然状態、区間確

率、ラフ集合、内的競争因子、外的競争因子、顕著度、ファジイＤＥＡ 
 
１．研究開始当初の背景 
最近のビジネス環境は著しく変化している。
市場は作れば売れるという時代は終わり、商
品の類似化、ライフサイクルの短命化、顧客
ニーズの多様化が著しく加速してきた。これ
に伴い、市場状況は益々複雑になり、企業経
営が直面するリスクもかつてない程大きく
なってきた。すなわち、製造業者と小売業者
にとって顧客ニーズの把握は一層に困難に

なり、生産と販売は短期間の行動になるため
に、売れ残りと欠品による機会損失などのリ
スクにより、企業としての大きな損失になる
可能性がある。しかし、従来の数理経営モデ
ルでは不確実さを依然として確率と考え、過
去のデータ分布から構築されている。変化し
た経営環境において、もっと相応しい意思決
定理論を求めている。 
 



２．研究の目的 
本研究では、新たな経営環境の変化に適する
経営数理モデルの構築を目的にしている。そ
れは、経営意思決定に伴う各種の不確実さを
その特徴に応じて、可能性理論をはじめ、ラ
フ集合理論、区間確率理論などを用いて分析
し、新たな経営意思決定モデルを提案し、応
用することである。 
 
３．研究の方法 
可能性理論、ラフ集合理論及び区間確率理論
など三つの異なる視点から、経営意思決定に
伴う各種の不確実さを着眼し、新たな理論と
方法を提案する。提案した方法を用いて、経
営意思決定に応用し、その有効性を検証する。 
 
４．研究成果 
（１）区間回帰モデルの提案と分析： 

目的変数の値を区間値、説明変数の値を
実数とする場合、与えられた区間出力値と可
能性システムから得られる推定区間値との
包含関係から上界と下界可能性回帰モデル
を同定する手法を提案した。上界回帰モデル
では、目的変数の推定区間値は実測区間値を
包含し、下界回帰モデルでは、目的変数の推
定区間値は実測区間値に包含されるという
関係がある。上界・下界回帰モデルにおける
説明変数の区間係数を求める問題は前述し
た包含関係を制約条件とし、上界回帰モデル
における推定区間値の幅を最小にし、下界回
帰モデルにおける推定区間値の幅を最大に
するような線形計画法問題に帰着できる。更
に、非線形可能性回帰モデル、二次計画問題
に基づくアプローチも提案した。集合論に基
づく不確実な概念を分析するラフ集合理論
の上界・下界近似と可能性回帰分析の上界・
下界回帰モデルとの関係及び可能性測度と
必然性測度との関係を分析した。更に目的変
数の値をファジイ数、説明変数の値を実数と
する場合にはファジイ数と区間との関係を
考慮し、一般化した可能性回帰モデルを提案
した。 
（２）不確実性下の一回限りの意思決定問題
において、新しい意思決定フレームワークの
構築・分析と応用： 

従来の不確実性下の意思決定理論は全
ての結果を同時に考えていたが，一回限りの
意思決定問題（One-shot decision problem）
に必ずしも適用しない．これに対して，新し
い意思決定フレームワークを提案した。まず
自然状態を選択肢ことで選び、この選択され
た自然状態を焦点自然状態と呼ぶ。次は各選
択肢の焦点自然状態において、各選択肢がも
たらす満足度に基づき、最適選択肢を決める。
これによって、一回限りの意思決定問題を二
段階意思決定方法を用いて、解決することが
できる。ライフサイクルの短い製品の庫管理

問題、複占市場分析などへ応用した。 
（３）区間確率の同定・結合及び意思決定モ
デルの構築と応用： 

区間確率の同定法を線形計画法と二次
計画法によって提案した。区間確率において、
区間値平均、区間値分散などの性質を調べた
上で、区間確率に基づく意思決定法を提案し
た。提案した意思決定方法を新聞売り子問題
に適用し、その有効性を示した。 
（４）ラフ集合に基づくデータマイニングシ
ステムの構築・応用及び内的競争因子、外的
競争因子、顕著度に基づくＩＦ－ＴＨＥＮル
ールの簡略化手法の提案と応用： 

ラフ集合理論をベースにした新たなマ
ーケティング分析方法を提案した。ラフ集合
理論に基づきデータマイニングシステムを
開発した。開発されたシステムを用いて、実
際の不動産市場のアンケート調査データを
分析し、顧客の購買特性を表す IF-THEN ルー
ルを導き出すことができた。得られたルール
を用いて、市場をセグメント化し、標的市場
を選択することで、効果的にマーケティング
戦略を策定することが可能となった。 

ラフ集合では,不確実な概念を上界近似
と下界近似という 2つの集合を用いて外側と
内側から近似している。ラフ集合理論に基づ
き, 要因空間と結果空間とを同値関係によ
り分割し、二つの空間の関連性を調べること
で、与えられたデータから人間の感覚に近い
if-then ルールを導き出すことができ、現実
の複雑な現象においても、説明変数と目的変
数との間の因果関係を見つけることができ
る。しかし、サンプル数と属性数の多い問題
に対して、従来のルール抽出方法や属性簡略
方法を用いて決定表から求められた確実な
if-then ルールの数が膨大であることはよく
ある。本研究では内的競争因子、外的競争因
子、顕著度など新たな概念を導入し、より少
ないルールで研究対象の重要特性を表すア
プローチを提案し、実例でその有効性を示し
た。 
（５）ファジイＤＥＡモデルの提案と応用 

不確実性下で、複数の属性を持つ評価対

象をランキング付けるためのモデルを提案し

た。ファジイ数理計画問題を用いて、線形計

画法に基づき、各属性の重みが求められ、よ

り客観的に各対象の総合評価を得ることが出

来る。提案したモデルを日本式焼肉屋の出店

問題に適用した。現地調査データと出店計画

に基づき、提案したモデルを用いて、適切な

出店立地を決めることができた。 
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